
1 （厚木市）健康こどもの森整備事業
平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 厚木市

（H25当初） （H27末） （H29末）

営農体験や自然観察等、公園内において展開する講座の数を算出する。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29

1-A-1 公園 一般 厚木市 直接 厚木市 1,088

合計 1,088

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

1-C-1 公園 一般 厚木市 間接 ボランティア等養成事業 厚木市 30

1-C-2 公園 一般 厚木市 間接 農耕環境整備事業 厚木市 30

1-C-3 公園 一般 厚木市 間接 サイン整備事業 厚木市 20

1-C-4 公園 一般 厚木市 間接 防災用放送設備整備事業 厚木市 20

1-C-5 公園 一般 厚木市 間接 バリアフリー化事業 厚木市 30
合計 130

番号 備考

1-C-1 整備目的に基づき、施設（ハード）を効率良くかつ効果的に運営するため、管理運営体制（ソフト）の構築が非常に重要であり、こうした体制づくりの早期構築が期待される。

1-C-2 里山体験の一環として実施する田畑での耕作体験を行う上で、施設整備に合わせて必要となる田畑の整備や農耕機具等の調達が円滑になる。

1-C-4 広域避難場所に指定されている荻野運動公園内に災害時や緊急時に一斉放送を行うことにより、迅速に利用者の安全・安心を確保する。

1-C-5 既存便益施設のバリアフリー化を行うことにより、利用者により快適な公園施設を提供することができる。

園内案内用サインを整備し、自然動植物等自然環境や施設利用等に係る案内について適切に情報提供を行うことにより、効果的な自然体験プログラムの実施や、安心安全かつ利用しやすく魅力的な施設運営を
図ることができる。

1-C-3

0 講座

一体的に実施することにより期待される効果

ha
供用済みである都市公園面積の累計値を算出する。

ha 173.5

Ａ 130百万円
効果促進事業費の割合

H24.12

番号

番号

事業内容
市町村名

港湾・地区名

要素となる事業名

Ｃ0 10.7%

各種ボランティア団体等

要素となる事業名

全体事業費
（百万円）

1,218百万円

要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容

Ｂ

・自然体験活動の拠点となる健康こどもの森を整備し、公園内において展開する講座を平成29年度末までに10講座実施する。
・供用済みである都市公園面積を167.5haから173.5haへ増加する。

計画の期間

　　計画の成果目標（定量的指標）

ボランティア等の養成及び教育、
イベント及びプログラム等の企画運営

（延長・面積等）

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事業実施期間（年度）

市町村名

交付対象事業

事業者

全体事業費
（百万円）

社会資本総合整備計画（市街地整備）

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

　近年における遊びの画一化やデジタル化など遊び自体の質の変化により、人との関わりが希薄となり野外で遊ぶ機会が減少傾向となる中で、厚木市に広がる多様な自然へ目を向け、これらを素材とし、様々な自然体
験が可能となる自由な遊び場を提供するため、将来を担う子どもたちが仲間とのびのびと遊び、学ぶことにより、健康づくり、活力づくり、そして次代を担う人づくりに向け、今後の自然体験活動の拠点となる施設整
備を目的とする。こうした目的を達成するため、豊かな自然環境が良好に残る荻野運動公園を事業計画地とし、事業の推進を図るものである。
　また、本事業では、施設（ハード）整備後の講座（ソフト）が重要であり、こうした講座を充実させ、施設を効果的かつ継続的に運用する必要がある。この際の管理運営方針として、各種ボランティア団体等市民団
体や市内大学等を始めとした教育機関、企業等が「主体的」に管理、運営に携わる体制を新たに構築するものである。

厚木市

計画の目標

10

167.5

　　定量的指標の定義及び算定式

全体事業費
（百万円）

公園施設の新設　6ha

全体事業費

市町村名

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

1,088百万円

事業者

事業者

備考
最終目標値中間目標値当初現況値

都市公園事業（荻野運動公園）

講座

厚木市 放送設備整備

厚木市 農地等整備、農耕機具等調達

一体的に実施することにより期待される効果

厚木市 便益施設のバリアフリー化

厚木市 園内案内用サインの整備



市街地整備

計画の名称 1 （厚木市）健康こどもの森整備事業

計画の期間 平成25年度　～　平成29年度　（5年間） 厚木市

位置図

都市公園事業（荻野運動公園）等実施区域

荻野運動公園（供用区域）

荻野運動公園（都市計画公園区域）

荻野運動公園

交付対象

1-A-1 都市公園事業（荻野運動公園）
健康こどもの森

1-C-1 ボランティア等育成事業
1-C-2 農耕環境整備事業
1-C-3 サイン整備事業

1-C-4 防災用放送設備整備事
業
1-C-5 バリアフリー化事業



別紙２

計画の名称：（厚木市）健康こどもの森整備事業　　市町村名：厚木市

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○


